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岡山市生まれ。小学生の頃より父、恵山

に手ほどきを受ける。

早稲田大学理工学部入学により上京。

重要無形文化財 (人 間国宝)山 本邦

山の演奏を聞き、その音色にショック

を受け入門。都山流尺八楽会准師範、

師範試験に首席登第。
NHK邦楽技能者育成会を卒業し、NHK邦
楽オーディションに合格。大学卒業後プ
国として活動を開始する。ステース レコ

ーディン父 放送、指導活動につとめ、

尺八本来の持ち味を大切にし、ジャン

ルにとらわれない幅広い活動を行つて

いる。

日本三曲協会、都山流尺八楽会、

都山流邦山会所属

頌山会主宰

大森よみうり文化センター講師

兵庫県出身。幼少の頃より母の師・本直

木高子氏に師事、上京して水野利彦

氏に師事。
全国小・中学生筆曲コンクール第 1位、
NHK邦楽オーディション合格、NHK
邦楽技能者育成会卒業。

作曲活動をする傍ら新たな等の可

能性を探求する増田厚司竿事務所
「エコットエコット」を立ち上げる。

男性和楽器ユニツト「エコットスーパ

ースターズ」を結成。

浜松市生まれ。東京大学卒。

在学中より古屋富蔵氏に等曲を師事。

卒業後、作曲と長唄を杵屋正邦氏に

師事。

文化庁芸術家国内研修員。

芸術祭・舞踊・ジヤズフェスティバル

等の委嘱など和楽器を中心とした様

々なジャンルの作曲も手がけ、演奏

する作曲家として最も注目を浴びて

いる。

水野竿曲学院主宰

「じょんがら変奏」「彩春」「未来花」

「子供の為のラプソディー」

「東風夜曲」「海のアラベスク」
「PASS10N」 「21」「ことうた」シリーズ等

作品を大日本家庭音楽会より出版し

その数は120曲 を超える。

ノ∫ヽ

田

1978年大阪府出身。
21歳より竿を始める。
宮城会・田口千恵氏にてほどきを受ける。

当初より水野利彦氏に等を師事。

後に作曲を師事。
近年、作曲活動を行う。

男組メンバーとして各地公演に参加。

NHK邦 楽技能者育成会49期 卒業

滋賀大学邦楽部講師

生田流筆曲正絃社、初代家元、野村正峰(二

代家元野村祐子)の三女として名古屋市に

生まれる。

現代邦楽作曲家、水野利彦を夫君に持つ。

幼少より、筆曲、地唄三絃に親しむが、学生

時代はドラムに熱中し、国ック、ポップスな

どのバンド活動をする中で自由な音楽感

性を磨く。若手竿曲家として、レコーディン

公 コンサート等精力的に活動しているほ
'か

、ポップス等のアレンジも好評。ライブ、

イベント、コンサート等出演多数。ジャズ、

ポップス、民族音楽等のミュージシャンと

の共演も多い。

正絃社大師範 家元補佐

愛知県立芸術大学日本音楽実習非常勤講師

大阪経済大学芸術会邦楽部筆曲顧問

南山大学卒業

邦1楽 集団

代表 植木高子  ■

相生を拠点に関西の様々なコン|

サートに出演。日本の音楽、邦楽を

楽しみ、広める活動を行う。

現代邦楽の名曲を世に送り出して

いる作曲家の指導とプロ演奏家と

のコラボレーションは邦楽集団秋

桜独自の演奏スタイルを創出して

います。

1992:相生市街づくり基金「秋桜コンサート」

水野利彦コレクション、ジョイントコンサート

1993:邦 楽ニューバージョン吉崎克彦&田辺頌山

1994:邦 楽ニューバージョン水野利彦&田辺頌山

1995:邦楽ニューサウンド   ‐

1996:邦楽ニューサウンドスペシヤル

以後毎年秋桜コンサートを開催、現在に至る
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人間国宝。青木鈴慕、青木彰時に師事。
早稲田大学人間科学部、東京藝術大学音楽学部、
同大学院卒業。NHO「楽オーディション合格。
第二回利根英法記念邦楽コンクール最優秀賞受賞
W、 ラジオ、CDなどへ録音提供多数。
山本和智作曲の尺八協奏曲

〃
Roamlng llquid〃 を

世界初演。    ‐

2016年ベルギーで開催される国際現代音楽祭


